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誰にもその可能性はある
認知症の予防を始めよう
「認知症になったらよろしくネ」

言い合える関係づくりも

2,970
4,752

６
６
０

１
１
、０
０
０

　
「
女
性
の
感
覚
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
て
い
た

だ
き
、
自
民
党
の
組
織
団

体
と
の
連
携
の
幅
を
広
げ

て
い
た
だ
き
た
い
」
福
田

総
務
会
長
に
岸
田
総
裁
が

述
べ
た
言
葉
で
あ
る
。

（「
自
由
民
主
」
よ
り
）

●
女
性
の
発
信
力
、
行
動

力
が
会
員
増
に
つ
な
げ
て

い
る
県
連
と
通
底
す
る
も

の
が
あ
る
。
熊
本
県
連
の

メ
ガ
ネ
立
て
づ
く
り
、
愛

媛
県
連
の
笑
い
ヨ
ガ
は
多

く
の
人
々
の
心
身
の
健
康

づ
く
り
と
絆
の
強
化
に
貢

献
す
る
●
福
岡
県
連
の

「
会
員
減
少
に
悩
む
よ
り

も
行
動
の
年
へ
」
の
訴
え

は
、
県
連
全
体
の
活
性
化

を
示
唆
し
、
女
性
の
活
動

家
の
出
現
の
シ
ナ
リ
オ
を

予
感
さ
せ
、
ワ
ク
ワ
ク
感

を
持
た
せ
る
●
岸
田
総
裁

は
自
民
党
の
変
革
と
活
性

化
に
は
女
性
の
力
を
引
き

出
す
こ
と
が
重
要
と
考
え

た
の
だ
ろ
う
●
日
公
連
、

退
公
連
も
同
様
の
願
い
を

強
く
持
つ
。「
誰
が
や
る

ん
だ
」
で
は
な
く
「
私
が

や
る
」
と
の
決
意
を
し
て

動
き
出
す
。
２
～
３
人
と

続
く
人
は
、
必
ず
出
て
き

て
新
た
な
活
動
を
生
み
出

す
だ
ろ
う
。
こ
の
些
細
な

こ
と
か
ら
退
公
連
の
活
性

化
と
強
化
の
兆
し
が
見
え

て
く
る
と
強
く
信
ず
る
。

（
Ｓ
・
Ｓ
）

　
１１
月
５
日（
金
）理
事
会

・
第
２１２
回
評
議
員
会
が
令

和
元
年
１０
月
３０
日
以
来
、

対
面
で
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　
冒
頭
、
津
島
雄
二
会
長

は
「
日
公
連
は
、
設
立
当

初
の
精
神
を
忘
れ
ず
、
し

っ
か
り
大
事
に
か
か
え
て

仕
事
を
前
に
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。
今
日
出
席

の
皆
さ
ん
の
な
お
一
層
の

奮
闘
を
期
待
す
る
。」
と

挨
拶
さ
れ
た
。

　
こ
の
後
、
小
松
専
務
理

事
の
会
務
報
告
が
あ
り
、

議
長
に
奈
良
年
永
（
青
森

県
連
会
長
）
を
選
出
し
、

評
議
員
会
は
協
議
に
入
っ

た
。

　
　
協
議
事
項　

第
一
号
議
案

　
補
欠
評
議
員
の
選
任

　
小
川
喜
三
郞
滋
賀
県
連

会
長
が
選
任
さ
れ
た
。

第
二
号
議
案

　
令
和
４
年
度
全
国
大
会

日
公
連
事
務
局
か
ら
、
日

程
・
会
場
・
進
行
予
定
案

が
示
さ
れ
、
本
案
は
承
認

さ
れ
た
。

　
日
程
：
令
和
４
年

１０
月
２５
日
（
火
）

　
会
場
：
渋
谷
公
会
堂　

第
三
号
議
案

　
決
議
文
の
承
認

令
和
４
年
度
の
政
府
関
係

機
関
等
へ
の
要
望
事
項
の

基
と
な
る
決
議
文（
案
）に

つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交

換
の
結
果
、
三
委
員
長
会

及
び
理
事
会
で
の
協
議
を

重
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
四
号
議
案

　
令
和
３
年
度
各
種
委
員

会
委
員
の
選
任

　
事
務
局
の
提
案
の
各
委

員
が
承
認
さ
れ
た
。

　
　
報
告
事
項

　
事
務
局
か
ら
、
令
和
３

年
度
会
員
数
調
査
結
果
に

つ
い
て
、
ま
た
、
令
和
３

年
度
「
伝
統
文
化
親
子
教

室
事
業
」
の
採
択
状
況
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
了

承
さ
れ
た
。

　
　
組
織
表
彰

　
令
和
２
年
度
及
び
令
和

３
年
度
全
国
大
会
中
止
に

伴
い
、
会
員
数
調
査
に
基

づ
い
て
組
織
表
彰
が
行
わ

れ
た
。

○�

令
和
２
年
度
会
員
増
に

よ
る
表
彰

　
三
重
県
連
・
沖
縄
県
連

○�

令
和
３
年
度
会
員
増
に

よ
る
表
彰

　
山
口
県
連

　
令
和
２
年
度
比
会
員
減

２
％
未
満
に
よ
る
表
彰

　
千
葉
県
連
・
熊
本
県
連

　
　
提　
言

　
事
務
局
か
ら
、
退
公
連

の
組
織
の
現
状
と
会
員
減

に
伴
う
財
政
改
善
の
試
み

（
福
利
厚
生
事
業
の
立
ち

上
げ
）
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

①
高
齢
者
の
生
活
・
行
動

に
関
す
る
支
援

②
団
体
傷
害
保
険
へ
の
加

入
等
の
試
案
に
つ
い
て

は
、
事
務
局
で
さ
ら
に
細

部
を
詰
め
、
課
題
を
洗
い

出
し
て
各
種
委
員
会
等
で

検
討
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

記
念
講
演
（
別
掲
）

組
織
表
彰
受
賞
の
県
連

高
齢
化
の
現
状
と
対
応

　
長
寿
は
人
類
の
夢
で
あ

り
、
我
が
国
で
そ
れ
が
実

現
し
つ
つ
あ
る
中
で
、
課

題
と
不
安
も
ま
た
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
長
く
な
っ

た
人
生
を
ど
う
生
き
る

か
、
生
き
が
い
と
増
え
る

経
費
を
ど
う
働
き
出
す

か
。
人
類
が
過
去
に
未
経

験
の
事
態
に
対
処
す
る
こ

と
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

日
本
の
人
口
の
推
移

　
日
本
の
人
口
は
近
年
減

少
局
面
を
迎
え
、
２
０
６

５
年
に
は
総
人
口
が
９
０

０
０
万
人
を
割
り
、
高
齢

化
率
は
３８
％
に
な
る
と
の

推
計
が
あ
る
。そ
の
中
で
、

高
齢
者
人
口
を
詳
細
に
見

る
と
６５
～
７４
歳
は
減
る
傾

向
に
あ
り
、
８５
歳
以
上
が

増
え
る
。
高
齢
者
の
定
義

を
変
え
て
社
会
の
仕
組
み

を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
社

会
保
障
費
等
が
軽
減
さ
れ

る
の
で
な
い
か
。

高
齢
者
の
定
義
の
見
直
し

　
高
齢
者
の
定
義
は
、
１

９
６
５
年
頃
国
連
が
決
め

た
も
の
で
医
学
的
根
拠
は

乏
し
い
。
現
在
の
高
齢
者

は
１０
～
２０
年
前
と
比
べ

て
、
加
齢
に
よ
る
身
体
機

能
の
低
下
が
５
～
１０
年
遅

れ
、「
若
返
り
現
象
」
が
見

ら
れ
る
。
超
高
齢
社
会
の

支
え
手
と
し
て
高
齢
者
を

捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
。

生
涯
経
費
を
働
き
出
す

　
長
寿
を
生
き
れ
ば
、
生

涯
の
必
要
経
費
は
増
え
て

い
く
。
そ
の
分
を
働
き
出

す
た
め
に
、
自
治
体
と
共

に
長
寿
社
会
に
見
合
っ
た

働
き
方
、
職
住
接
近
の
働

く
場
を
つ
く
り
出
す
必
要

が
あ
る
。

人
生
二
毛
作
の
時
代

　
退
職
後
の
人
生
が
長
く

な
っ
た
。
現
職
時
代
に
地

域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
す
る
の
は
ど
う

か
。
退
職
後
の
二
毛
作
の

働
き
方
も
見
え
て
く
る
だ

ろ
う
。
そ
の
際
、
若
い
人

と
働
く
場
の
分
担
を
考
慮

し
た
い
。

健
康
長
寿
を
目
指
す

　
直
近
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
国
民
一
人
当
た
り
の

生
涯
医
療
費
は
２
６
０
０

万
円
、
そ
の
半
分
以
上
が

７０
歳
以
降
の
医
療
費
で
あ

る
。
平
均
寿
命
、
健
康
寿

命
共
に
日
本
は
世
界
で
１

～
２
位
を
争
う
。
こ
れ
を

維
持
す
る
為
に
は

　
〇
フ
レ
イ
ル
の
予
防

　
〇
認
知
症
の
予
防

等
は
必
須
で
あ
る
。

認
知
症
・
介
護
予
防
と
社

会
参
加

　
介
護
ニ
ー
ズ
は
７５
歳
、

認
知
症
は
８５
歳
頃
か
ら
発

症
の
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　
高
齢
者
が
ス
ポ
ー
ツ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社

会
参
加
が
活
発
な
地
域
ほ

ど
介
護
や
認
知
症
の
リ
ス

ク
が
低
い
と
言
わ
れ
る
。

坂
道
が
多
い
熱
海
市
で
は

他
よ
り
健
康
な
人
が
多

い
。
移
動
手
段
が
車
が
メ

イ
ン
の
地
域
は
糖
尿
病
が

多
い
と
い
う
デ
ー
タ
。

　
軽
度
の
認
知
症
は
回
復

の
可
能
性
。生
活
習
慣
病
、

聴
力
の
改
善
、
糖
尿
病
の

予
防
、
運
動
、
特
に
、
歩

き
な
が
ら
算
数
の
計
算
を

す
る
こ
と
な
ど
が
効
果
的

と
言
わ
れ
る
。

　
長
寿
社
会
づ
く
り
の
秘

訣
は
個
人
が
運
動
、
食
事

睡
眠
等
に
関
心
を
高
め
、

自
ら
の
社
会
的
役
割
を
意

識
し
て
行
動
す
る
こ
と
、

自
治
体
が
高
齢
者
の
そ
の

行
動
を
支
援
す
る
街
づ
く

り
を
す
る
こ
と
に
あ
る
。

（
文
責
日
公
連
事
務
局
）

　
山
口
県
連
は
、
こ
の
２

年
間
会
員
数
が
微
減
に
と

ど
ま
っ
て
き
た
。
そ
の
大

き
な
理
由
は
、
各
支
部
の

地
道
な
活
動
（
子
育
て
・

高
齢
会
員
の
慰
問
等
）
と

勧
誘
努
力
に
あ
る
の
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

　
ど
の
よ
う
な
努
力
が
。

Ａ
支
部
で
は
、
他
の
地
域

組
織
や
現
職
公
務
員
団
体

と
協
働
で
活
動
す
る
こ
と

で
退
公
連
の
社
会
的
認
知

度
を
あ
げ
た
。
Ｂ
支
部
で

は
、
女
性
会
員
に
よ
る
女

性
退
職
者
の
勧
誘
、
女
性

役
員
に
よ
る
活
動
の
活
性

化
で
会
員
が
増
え
た
。
小

さ
な
Ｃ
支
部
は
、
こ
ま
め

に
声
を
か
け
、
生
活
相
談

な
ど
に
も
応
じ
て
、
退
会

希
望
者
の
慰
留
に
つ
な
が

っ
た
。
Ｄ
支
部
で
は
、
退

職
教
職
員
に
偏
る
会
員
を

他
の
職
種
に
も
広
げ
よ
う

と
、
繋
が
り
の
あ
る
人
を

つ
て
に
、
多
く
の
職
種
に

声
か
け
を
し
た
。

　
以
上
の
工
夫
と
努
力
か

ら
、
次
の
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
①
各
支
部
で
目
標
を

持
っ
て
、
会
員
と
地
域
の

団
体
、
自
治
体
と
の
連
携

に
努
め
る
こ
と
。
②
会
員

同
士
、
地
域
の
人
々
と
共

に
活
動
す
る
こ
と
。
③
女

性
会
員
の
発
想
と
行
動
力

を
し
っ
か
り
発
揮
し
て
も

ら
う
こ
と
。
④
現
職
と
の

繋
が
り
を
つ
く
る
こ
と
。

以
上
の
４
点
に
注
力
し
た

結
果
、
本
年
度
微
増
に
繋

が
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
今
後
定
年
延
長
や
高
齢

者
の
施
設
入
居
者
の
増
加

等
を
考
慮
し
て
取
組
を
工

夫
し
た
い
。

基
礎
年
金
の
目
減
り
対
策
は
慎
重
に

緊　
急　
要　
望

　
基
礎
年
金
の
目
減
り
対
策
と
し
て
厚
生
年
金
の
一

部
を
回
す
案
が
、
厚
労
省
で
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
判
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
厚
生
年
金
の
給
付
水

準
が
そ
の
分
だ
け
将
来
下
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
日
公
連
事
務
局
は
１１
月
４
日
、
表
記
の

要
望
を
厚
労
省
年
金
課
に
お
こ
な
っ
た
。

理
事
会
・
第
２１２
回
評
議
員
会
を
開
催

活
力
あ
る
長
寿
社
会
へ

公
益
財
団
法
人
医
療
科
学
研
究
所
理
事
長
、元
人
事
院
総
裁
　
江
利
川
　
毅
氏

「
つ
な
が
り
」を
大
切
に
！

山
口
県
退
職
公
務
員
連
盟
事
務
局
長
　
吉
田
和
正

令和３年度 山口・千葉・熊本 令和２年度 三重・沖縄
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●
お
支
払
い
は
商
品
お
届
け
時

の「
代
金
引
換
」の
み
と
な
り
ま

す
。送
料
は
６
６
０
円（
税
込
）

か
ら
。地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。

１
０
、８
０
０
円（
税
込
）以
上
の
ご

注
文
は
無
料
。８
日
以
内
の
返
品
可
。

会
員
の
広
場

ツリサゲハタ　京都府内各所に

家庭菜園が、コミュニティ作りに

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

今
月
も
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
好
調
で

見
事
三
冠　
連
続
達
成　
　
　

愛
知
県　
金
田
文
雄

新
聞
を
配
り
続
け
て
二
十
年

出
会
い
別
れ
が
思
い
出
さ
れ
る

岡
山
県　
宮
田
靖
子

肉
体
を
誇
り
合
い
た
る
日
も
あ
り
き

三
島
由
紀
夫
も
逝
き
て
五い

そ
と
せ

十
年

福
島
県　
今
野
金
哉

続
け
る
ぞ
三
年
連
記
新
年
も

卒
寿
当
日
新
た
に
求
む　
　

熊
本
県　
久
保
田
睦
雄

塗
り
た
て
の
安
芸
大
橋
や
天
高
し

広
島
県　
鷲
見
澄
子

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

夜
の
町
お
ひ
さ
し
ぶ
り
に
目
を
さ
ま

し�

栃
木
県　
舘
野　
博

酔
う
ほ
ど
に
口
滑
ら
か
に
掘
る
墓
穴

長
野
県　
白
石
幸
男

招
き
猫
埃ほ

こ
りに
塗ま

み

れ
神
棚
に

煤
払
い
し
て
新
年
祈
願　
　
　

長
野
県　
幸
野
隆
一

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

百
年
の
木
の
家
に
住
む
文
化
の
日

愛
媛
県　
今
井　
忍

忘
れ
物
ひ
き
返
す
に
は
高
齢
だ

愛
媛
県　
大
野
正
義

一
円
玉
貯
め
る
気
な
い
の
に
よ
く
貯
ま

る�

千
葉
県　
吉
野
梓
楼

軽
石
が
こ
ん
な
に
重
い
と
つ
ゆ
知
ら
ず

福
島
県　
青
山
邦
夫

幼
児
た
ち
千
歳
飴
抱
き
祝
詞
聞
く

岐
阜
県　
髙
橋
良
明

散
り
ゆ
け
る
木
の
葉
が
肩
に
秋
惜
し
む

兵
庫
県　
平
山　
進

余
生
に
も
ま
だ
道
の
あ
り
草
紅
葉

岡
山
県　
山
上
隆
恵

心豊かに心豊かに

　
私
た
ち
は
「
と
き
」

と
い
う
掛
け
替
え
の
な

い
人
生
を

懸
命
に
生

き
て
い
ま

す
。
こ
の

組
織
に
大

き
な
期
待
を
し
て
、
精

一
杯
の
努
力
を
惜
し
み

な
く
維
持
し
な
が
ら
駆

け
て
駆
け
抜
け
る
努
力

を
し
て
い
ま
す
。
お
し
み

な
く
今
の
『
若
さ
』
を
時

刻
に
め
げ
ず
、
歳
に
負
け

ず
に
！
大
切
な
そ
れ
ぞ
れ

の
生
き
方
を
算
出
し
な
が

ら
心
を
高
揚
さ
せ
て
頑
張

ろ
う
。

　
私
た
ち
の
生
活
を
支
え

る
年
金
を
守
り
、
夫
々

の
生
き
様
を
ブ
ッ
ツ

ケ
、
地
域
社
会
に
可
能

な
範
囲
で
貢
献
で
き
る

よ
う
に
、

経
験
豊
か

な
力
を
表

出
し
あ
っ

て
生
活
を

爽
快
感
と
達
成
感
で
満

た
し
、
今
よ
り
は
次
へ

と
こ
の
若
さ
で
一
層
充

実
・
邁
進
さ
せ
よ
う
。

「
思
う 

今
が
一
番
若
い
」

奈
良
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
川
端
　
政
義

私
の
ひ
と
こ
と

　
長
年
活
動
を
続
け
た
保
護
司
も
京
都
市
保
護
司
連
絡
協
議
会
会
長
を
経
験
し
、
定
年
退
職
と
な
り
、
地
元

の
地
域
体
育
振
興
会
会
長
も
後
継
者
に
引
き
継
ぎ
、
人
生
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
も
終
わ
っ
た
と
思
っ
て
い

た
矢
先
に
、
京
都
府
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
に
推
挙
さ
れ
、
家
族
と
相
談
し
て
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。�

京
都
府
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
岡
島
　
脩
雄
　
　

いきいき退公連

京都府連の巻

び
れ
ば
種
は
周
辺
に
飛
び
散

り
、
虫
も
や
っ
て
来
る
、
冬
に

は
野
火
の
恐
れ
も
あ
る
。
そ
ん

な
迷
惑
を
隣
人
に
掛
け
た
く
な

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
私
は
思
わ
ず
「
管
理

を
引
き
受
け
る
か
ら
畑
を
貸
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
家
庭
菜
園

と
し
て
隣
人
に
貸
し
出
し
た
い

が
」
と
、
お
願
い
し
た
。
す
る

と
地
主
は
、
快
く
承
諾
し
て
く

れ
た
の
で
あ
る
。
早
速
チ
ラ
シ

を
作
成
し
隣
近
所
に
配
布
し
耕

作
者
を
募
っ
た
。
私
か
ら
す
れ

　
会
員
の
中
に
は
、
家
庭
菜
園

を
楽
し
ん
で
い
る
方
が
多
い
か

と
思
う
。
か
く
い
う
私
も
そ
の

一
人
で
あ
る
。

　
我
が
家
は
、
宇
都
宮
市
の
市

街
地
の
西
の
外
れ
、
宅
地
と
畑

が
混
在
す
る
所
で
あ
る
。
そ
ん

な
我
が
家
の
隣
に
三
反
歩
程
の

畑
が
あ
る
。
地
主
は
高
齢
を
理

由
に
耕
作
を
止
め
た
。
と
こ
ろ

が
地
主
は
、
そ
の
後
も
耕
運
機

で
畑
を
耕
し
て
い
る
。聞
け
ば
、

雑
草
が
生
え
る
の
を
防
止
し
て

い
る
の
だ
と
い
う
。
雑
草
が
伸

ば
、
高
齢
の
地
主
の
労
力
を
減

ら
せ
れ
ば
と
の
思
い
で
あ
り
、

隣
人
に
畑
を
耕
作
し
野
菜
を
栽

培
す
る
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
の
思
い
で
あ

り
、
さ
ら
に
は
耕
作
放
棄
地
を

少
し
で
も
防
げ
れ
ば
の
思
い
か

ら
で
も
あ
っ
た
。

　
平
成
３０
年
、
会
長
の
最

初
の
仕
事
は
、
京
都
府
連

の
財
政
の
改
善
で
し
た
。

役
員
会
に
こ
の
問
題
を
提

示
し
て
意
見
を
求
め
、
年

２
回
発
行
の
機
関
紙
「
情

報
」
へ
の
広
告
協
賛
を
得

よ
う
と
、
役
員
の
人
脈
を

頼
り
に
、
退
公
連
の
趣
旨

と
実
績
、
現
在
の
活
動
を

紹
介
し
て
回
り
ま
し
た
。

こ
の
協
賛
金
を
も
と
に
、

昨
年
、
京
都
府
連
の
活
動

の
Ｐ
Ｒ
用
に
旗
を
外
注
で

４０
枚
作
製
し
、
厚
手
の
ビ

ニ
ー
ル
の
黄
色
の
生
地
に

写
真
の
文
言
を
記
載
し
ま

し
た
。
こ
の
旗
を
３
日
間

か
け
て
、
車
で
府
内
の
京

丹
後・舞
鶴
等
の
国
道
筋
、

Ｊ
Ｒ
福
知
山
・
亀
岡
・
宇

治
・
木
津
の
各
駅
前
、
そ

の
他
府
営
・
市
営
住
宅
に

設
置
し
て
、
退
公
連
の
活

動
を
地
域
に
広
め
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
で
も
京
都
府
連
の
ア
ピ

ー
ル
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
府
連
恒
例
の
事
業

「
わ
ら
べ
う
た
出
前
教

室
」。
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍

で
中
断
し
て
い
ま
す
が
、

終
息
す
れ
ば
年
間
１０
～
１２

校
開
催
の
予
定
で
す
。
子

育
て
支
援
推
進
部
が
小
学

校
に
出
向
い
て
、
京
都
に

伝
わ
る
「
わ
ら
べ
歌
」
を

指
導
し
て
い
ま
す
。
歌
や

羽
根
つ
き
、
ボ
ー
ル
遊
び

を
伝
え
る
こ
の
催
し
は
児

童
に
も
先
生
に
も
好
評
で

人
に
支
え
ら
れ

人
に
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　
人
を
支
え
る
組
織
に

　
　
　
　
　
人
を
支
え
る
組
織
に

家
庭
菜
園
の
お
ま
け

栃
木
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
柏
村
　
祐
司
　

日
本
退
職
公
務
員
連
盟
　

　
新
井
一
裕
副
会
長
逝
去

　
し
ば
ら
く
ご
養
生
、
加

療
中
の
氏
は
１１
月
２１
日
、

８７
歳
の
生
涯
を
閉
じ
ら
れ

ま
し
た
。
葬
儀
は
２６
日
、

さ
い
た
ま
市
内
の
葬
儀
場

す
。
女
性
部
は
年
１
回
の

各
支
部
女
性
部
の
活
動
を

紹
介
す
る
「
風
」
を
発
行

制
度
に
は
長
年
、
日
公
連

の
先
輩
が
深
く
関
わ
っ
て

い
ま
す
。「
人
に
支
え
ら

れ
、
人
を
支
え
る
」
こ
の

制
度
を
次
世
代
に
伝
え
る

の
が
我
々
の
使
命
だ
と
考

え
ま
す
。
京
都
府
連
は
さ

ら
に
組
織
を
強
化
し
て
、

そ
の
任
に
応
え
る
べ
く
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

れ
、
耕
作
者
同
士
の
会
話
も
交

わ
さ
れ
る
。
話
題
は
、
菜
園
に

関
す
る
情
報
交
換
で
あ
る
。
そ

う
し
た
中
で
感
謝
祭
の
酒
宴
を

年
に
１
度
１１
月
３
日
に
菜
園
の

ど
真
ん
中
で
実
施
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
物
足

り
な
い
と
、
月
に
１
度
近
く
の

食
堂
で
酒
飲
み
会
を
催
す
よ
う

に
も
な
っ
た
。
約
２
時
間
半
、

話
題
は
尽
き
な
い
。

　
近
年
、
隣
近
所
が
疎
遠
に
な

り
、
地
域
社
会
の
崩
壊
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
家
庭

菜
園
仲
間
は
、
畑
の
草
が
伸
び

れ
ば
、
体
の
具
合
が
悪
い
の
で

は
と
皆
が
心
配
す
る
。
家
庭
菜

園
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
作
り
の

場
で
も
あ
る
と
い
う
、
思
い
も

か
け
な
い
お
ま
け
ま
で
つ
い

た
。

　
特
に
、『
人
生
１００
年
時
代

か
ら
の
要
請
』
の
内
容
・

形
式
に
行
政
職
の
感
覚
を

盛
り
込
む
こ
と
に
努
力
さ

れ
、「
わ
れ
ら
の
信
条
」
の

理
念
を
具
体
化
す
る
こ
と

に
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

　
家
庭
菜
園
は
、
１
区
画
が
間

口
３
ｍ
、
奥
行
５
ｍ
、
面
積
１５

㎡
、
賃
貸
料
年
間
２
千
円
で
あ

る
。
私
の
予
想
を
超
え
て
１５
名

が
応
募
し
て
き
た
。
平
成
２３
年

３
月
１
日
家
庭
菜
園
が
開
所
さ

れ
た
。

　
応
募
者
の
殆
ど
は
、
元
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
で
あ
り
、
鍬
を
持
っ

た
こ
と
す
ら
な
い
農
作
業
素
人

で
あ
る
。
当
初
は
、
地
主
か
ら

手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
の
耕

作
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
野
菜

も
ろ
く
に
育
た
ず
、
満
足
す
る

程
の
収
穫
も
で
き
な
い
。

　
や
が
て
各
人
耕
作
が
軌
道
に

乗
る
と
、
毎
日
の
よ
う
に
来
る

者
が
い
る
か
と
思
え
ば
、
半
日

以
上
も
耕
作
に
携
わ
る
者
も
い

る
。
そ
の
う
ち
顔
見
知
り
に
な

る
と
、
収
穫
物
の
交
換
が
な
さ

し
て
、
地
域
と

の
交
流
を
進
め

て
い
ま
す
。「
そ

ば
打
ち
大
会
」

「
お
茶
会
と
コ

ー
ラ
ス
」
な
ど

の
記
事
で
楽
し

い
中
に
充
実
感

を
感
じ
さ
せ
ま

す
。

　
現
在
の
年
金

で
家
族
葬
で
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
新
井
氏
は
埼
玉
県
庁
で

環
境
部
長
等
数
々
の
要
職

を
歴
任
さ
れ
、
埼
玉
県
退

職
公
務
員
連
盟
で
は
長
年

事
務
局
長
を
務
め
ら
れ
、

そ
の
後
会
長
に
推
さ
れ
て

組
織
の
強
化
、
県
連
「
会

報
」
の
発
刊
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　
日
本
退
職
公
務
員
連
盟

で
は
、
理
事
、
社
会
保
障

対
策
委
員
長
、
副
会
長
と

し
て
、
国
の
社
会
保
障
制

度
改
革
へ
の
日
公
連
の
対

応
の
指
揮
に
当
た
ら
れ
ま

し
た
。
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